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日程は変更する場合があります。直前にお電話などでご確認ください。

○会議はいずれも午前10時から

○定員は40人、議案書を10冊用意しています。

傍聴にお越しください

  ９月定例会予定

9月11日（水）の議会運営委員会は午後1時30分から

●本会議
　9月4日（水）・5日（木）・6日（金）・9日（月）・27日（金）
●委員会  （別室で音声のみ）
　【議 会 運 営 委 員 会】8月29日（木）・9月11日（水）
　【事業厚生常任委員会】9月11日（水）
　【総務文教常任委員会】9月12日（木）
　【決算審査特別委員会】9月17日（火）・19日（木）・
　　　　　　　　　　　20日（金）・24日（火）

夕 館
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平成25年第1回臨時会は5月9日（木）に開かれました。

第１回臨時会第１回臨時会
　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位

の
ご
支
援
を
頂
き
、
熊
取

町
議
会
議
長
と
い
う
要
職

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本

年
3
月
、「
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、

熊
取
町
初
の
女
性
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
推
進
へ
の
使
命
と

責
任
を
感
じ
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。

　

平
成
20
年
3
月
に
、
身

近
な
議
会
・
開
か
れ
た
議

会
・
活
力
あ
る
議
会
を
目

指
し
て「
議
会
基
本
条
例
」

を
制
定
し
、
5
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
議
会
報
告
会

の
開
催
等
、
町
民
の
皆
様

に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
心
よ
り
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革

と
し
て
、
皆
様
か
ら
頂
い

た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
議

会
と
し
て
、
政
策
提
案
や

条
例
提
案
の
で
き
る
議
会

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

議
長
に
立
候
補
し
た
者

①
渡
辺
豊
子
議
員

②
坂
上
巳
生
男
議
員

投
票
の
結
果

①
渡
辺
議
員　

９
票

②
坂
上
議
員　

３
票

　
（
無
効
票　

１
票
）

渡
辺
豊
子
議
員
が
議
長
に
選

出
さ
れ
る
。

副
議
長
に
立
候
補
し
た
者

①
鱧
谷
陽
子
議
員

②
矢
野
正
憲
議
員

投
票
の
結
果

①
鱧
谷
議
員　

６
票

②
矢
野
議
員　

７
票

矢
野
正
憲
議
員
が
副
議
長
に

選
出
さ
れ
る
。

議
会
議
長
及
び
副
議
長

の
選
挙
結
果

監
査
委
員
の
選
任
同
意

に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
同
意
）

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
と

し
て
田
中
正
旗
議
員
の
選
任

に
同
意
。

考
え
て
い
ま
す
。
持
続
的

で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
議
会
へ

の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

第
１
回
臨
時
会
で
の
副

議
長
選
挙
に
よ
り
、
議
員

の
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご

支
持
で
ご
推
挙
い
た
だ
き

感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
私
自
身
が
持
っ

て
い
る
国
・
府
へ
の
人
脈

等
を
フ
ル
活
用
し
な
が

ら
、
町
行
政
の
利
益
と
な

る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

議
長
を
補
佐
し
、
公
正
・

活
発
な
議
会
運
営
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
議
会
基
本
条
例

第
13
条
に
あ
る
、「
議
会

は
議
員
の
政
策
形
成
及
び

立
案
能
力
の
向
上
等
を
図

る
た
め
、
議
員
研
修
の
充

実
強
化
」
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
な
お
一
層
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

議
長
就
任
に
あ
た
り

副
議
長
就
任
挨
拶

議　

長　

渡　

辺　
　

豊　

子

副
議
長　

矢　

野　
　

正　

憲

就
任
ご
あ
い
さ
つ

立
候
補
制
に
よ
り
正
・
副
議
長
を
選
出
す
る
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①
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

税
に
関
す
る
処
分
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
適
用
除
外
で
あ

っ
た
が
、地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
行
政
手
続
条
例
第
２

章
第
８
条
及
び
第
３
章
第
14

条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

②
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
10
号
）

　

交
付
金
、交
付
税
、補
助

金
等
の
確
定
及
び
事
業
費
の

確
定
に
よ
り
４
，２
６
８
万

２
千
円
減
額
。

③
平
成
24
年
度
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
３
，

６
９
０
万
円
減
額
。

専
決
処
分
報
告

（
全
会
一
致
で
承
認
）

熊取町議会役職一覧
　常任委員会委員、議会運営委員会委員及び特別委員会委員の選任、また、各委員会の委員長と副委員長の

互選結果は次のとおりです。

議長：渡辺　豊子　　副議長：矢野　正憲　　監査委員：田中　正旗

委　員　会 委員長 副委員長 委　員
（議席順）

総務文教常任
委員会 白間　泰男 佐古　員規 鱧谷　陽子・江川　慶子・重光　俊則・鈴木　実・奥野　博通

事業厚生常任
委員会 坂上巳生男 服部　脩二 藤本　龍・矢野　正憲・田中　正旗・渡辺　豊子

議会運営委員会 鈴木　実 江川　慶子 服部　脩二・佐古　員規・重光　俊則・白間　泰男・坂上巳生男

原子力問題調査
特別委員会 佐古　員規 重光　俊則 服部　脩二・鱧谷　陽子・江川　慶子・鈴木　実・白間　泰男

空港対策特別
委員会 鱧谷　陽子 藤本　龍 服部　脩二・江川　慶子・矢野　正憲・渡辺　豊子・奥野　博通

都市計画道路建設
促進特別委員会 奥野　博通 田中　正旗 重光　俊則・矢野　正憲・鈴木　実・白間　泰男・坂上巳生男

広報委員会 矢野　正憲 重光　俊則 服部　脩二・佐古　員規・藤本　龍・白間　泰男・坂上巳生男

泉州南消防組合
議会議員 　矢野　正憲　・　佐古　員規

裁判上の和解について（全会一致）
　本町を原告とした建物明渡等請求事件における大阪地方裁判所岸和田支部の判決（平成24年10
月19日）を不服として、相手方が控訴し、平成25年２月５日、大阪高等裁判所より和解勧告がな
され、以後和解期日の指定があり、和解協議を継続して行った結果、和解内容が確定しました。

長池オアシスの蓮

写
真
提
供
：
美
熊
台　

米
田
氏



国への要望報告－BNCT（ホウ素中性子捕捉療法）への支援要請

　平成２５年６月定例会は、６月12日（水）に開会、６月26日（水）に閉会しました。
　この議会では、町長提案10件、議員提案２件、請願１件、決議１件を審議し、請願１件と決議１件を除く
12件を可決しました。

くまとり議会だより　平成25年8月発行  No.22 4

専
決
処
分
報
告

（
全
会
一
致
）

①
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

風
し
ん
予
防
接
種
の
接
種

費
用
助
成
及
び
事
業
実
施
に

伴
う
事
業
費
９
８
２
万
１
千

円
増
額
。

②
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

平
成
24
年
度
の
収
支
見
込

額
が
４
２
７
万
８
千
円
の
赤

字
と
な
り
、
繰
り
上
げ
充
用

を
し
た
た
め
。

国
際
戦
略
総
合
特
別
区

域
に
お
け
る
産
業
集
積

の
促
進
及
び
産
業
の
国

際
競
争
力
の
強
化
に
係

る
町
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
（
全
会
一
致
）

　

本
町
の
産
業
基
盤
の
強
化

発
展
及
び
熊
取
ア
ト
ム
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想
の
推
進

を
図
る
為
、
当
該
事
業
を
行

う
法
人
に
対
し
法
人
町
民
税

及
び
固
定
資
産
税
を
減
免
措

置
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

　

減
免
内
容
と
し
て
特
区
対

象
区
域
に
お
い
て
関
連
事
業

に
対
し
、
法
人
町
民
税
及
び

固
定
資
産
税
を
最
大
５
年
間

ゼ
ロ
そ
の
後
の
５
年
間
を
２

分
の
１
に
軽
減
す
る
も
の
。

平
成
25
年
度
熊
取
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）　 （
全
会
一
致
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
１
２
１
万
６
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

１
１
３
億
２
，９
５
５
万
円

と
す
る
も
の
。
歳
入
で
は
住

民
活
動
団
体
助
成
と
し
て
２

５
０
万
円
、
理
科
教
育
振
興

補
助
金
２
０
０
万
円
の
増
額
。

歳
出
で
は
議
会
費
４
８
１
万

８
千
円
減
額
（
議
員
報
酬
２

３
９
万
円
の
減
額
、
政
務
活

動
費
１
１
７
万
円
の
増
額

他
）
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
６
１
１
万
７

千
円
減
額
、
介
護
保
険
特
別

会
計
繰
出
金
88
万
２
千
円
の

増
額
、
下
水
道
事
業
特
別
会

計
繰
出
金
１
，０
５
３
万
３

千
円
の
増
額
他
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
全
会
一
致
）

　

歳
入
歳
出
総
額
に
１
，０

５
３
万
３
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
を
12
億

１
，５
８
９
万
５
千
円
と
す

る
も
の
。

　

補
正
の
主
な
理
由
は
、
事

業
の
推
進
の
た
め
職
員
一
名

を
増
員
し
た
こ
と
、
共
済
組

合
負
担
金
の
負
担
率
変
更
等

に
よ
る
。

議
会
政
務
活
動
費
交
付

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
全
会
一
致
）

　

議
員
活
動
を
よ
り
活
発
に

行
え
る
よ
う
交
付
額
の
改
定

を
行
う
と
と
も
に
、
政
務
活

動
費
の
使
途
の
透
明
性
の
確

保
に
努
め
る
た
め
の
改
正
。

平
成
25
年
度
熊
取
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）　
（
全
会
一
致
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
５
５
７
万
２
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

１
１
３
億
３
，５
１
２
万
２

千
円
と
す
る
も
の
。
歳
入
で

は
基
金
繰
入
金
か
ら
、
５
５

７
万
２
千
円
。
歳
出
と
し
て

５
５
７
万
２
千
円
（
大
久
保

老
人
憩
の
家
修
繕
工
事
費
）

増
額
。

　平成２５年５月２２日に、議長、副議長、各会派代表者が、京
都大学原子炉実験所で研究されているBNCTへの支援要請のた
めに、国へ陳情に行きました。
　本陳情においては、参議院議員谷川秀善氏を通じて各省庁に対
応をお願いしていただきました。各省庁では、議長のあいさつ、
副議長の要望説明の後、各担当部署の現状説明、陳情内容につい
ての意見交換等を行い、陳情に関するアドバイスもいただきまし
た。いずれの省庁でもBNCTに前向きに対応していただいてい
ることが実感できました。それとともに、熊取町自身がより積極
的な取り組みを明示し、熊取町、京大原子炉実験所、議会が一体
となって、熊取町の活性化のために尽力する必要性を感じました。

主要な陳情先を以下に示します。
谷川秀善参議院議員事務所
北川イッセイ参議院議員事務所
内閣府・厚生労働省・経済産業省・文部科学省

６ 月 定 例 会６ 月 定 例 会

桝屋厚生労働副大臣に要望書を提出した時の様子
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住民訴訟の高裁判決についての説明等を求める請願書　（不採択）

■新政クラブ・一新の会
　請願書の「趣旨１」において「主文だけでなく裁判所の判断の
主な内容」とありますが、町のホームページに、主文のみに止ま
らず、控訴審判決における談合の認定のほか、上訴を行わないと
いった基本姿勢や、結果的に補助参加人の建設業者等から上告提
起等された経緯、訴訟経過も記載され、控訴審判決が確定してい
ない現段階における住民への周知・説明の対応は適切であります。
「趣旨２」の一点目、損害賠償請求を見据えつつ予算措置を伴っ
た債権保全に資するため、適時適切な対応を行い建設業者等の法
務局での登記状況の調査や、詐害行為事案での内容証明郵便等に
よる事実確認や保全処分にも継続的に取組んでいる。二点目、判
決が確定すれば、建設業者等に対して速やかに損害賠償請求を行
う考えであり、昨年６月の第一審判決言渡し後に、その旨のお知
らせを関係業者らに行うなど、適正かつ真摯に対応してきている。
　また、昨年６月27日の「中西町長に「大阪地裁の談合に対す
る損害賠償請求判決」を尊重した姿勢を求める決議」が本会議で
否決された際にも討議されており、現段階で当該請願を採択すべ
き理由もなく、総合的に判断し、この請願には反対します。
■熊取公明党
　補助参加人（建設業者）が上告提起しており、本町も確定後の
損害賠償請求を見据えた必要な保全対応にも努めている。最高裁
判決確定後には建設業者に損害賠償を求めていく対応がなされて
いる。
　裁判所の主な判断を広報で周知・徹底、本町ホームページ等で
概ね住民の皆さまに周知している。町長は、主体的に上訴は行わ
ない事。結果的に建設業者（補助参加人）から上告された経緯や
訴訟の経過も住民の皆さまに周知、広報に努めている。しかし控
訴審判決が確定していない現段階においての状況下で周知・説明
に係ることは、町の対応として適切ではないと思う。
　「談合組織」であった「熊取建設業協同組合」との表記はあま
りにも短絡的すぎる。町議会で「百条委員会」を立ち上げ談合問
題を追求してきた。しかし、２度も委員会で調査を進めながら明
確な事実としての証拠はなかった。ゆえに「熊取建設業協同組合」
を「談合組織」と断定する事は理解出来ない。
　町長からは、当該趨勢を見極め、法令順守で適正に対応してい
くと「熊取町を良くする会」に回答がなされている。

■泉州龍馬の会
　平成21年５月に熊取町の住民が起こした住民
訴訟に対して、平成２４年６月８日に大阪地方裁
判所は、「熊取町長は相手方に認定額等を熊取町
に支払うよう請求せよ」という判決を下した。こ
れに対して相手方業者は控訴したが、平成25年
５月10日に大阪高等裁判所は、損害賠償額の減
少はあったが、基本的には大阪地裁の判決を踏襲
した判決を下した。これを受けて、多くの業者が
最高裁判所に上告したところであるが、上告が受
理されない可能性は極めて高い状況にあると思わ
れる。
　熊取町は、ここで前町長時代の暗い過去から脱
却し、明るい将来に向けた行政を行っていく上で
も、裁判の結果を受けて、的確に損害の回復に尽
力すべきということで、本請願に賛成します。
■日本共産党
　請願主旨は、①住民訴訟高裁判決の内容を、裁
判所の判断がわかるよう広報等でお知らせするこ
と。②中西町長は、相手方資産の動向把握に努め、
判決確定後は、損害賠償請求を確実に実行するこ
と、この２点である。
　５月10日の、高裁判決は、損害賠償額の認定
に差はあるものの、地裁判決を引き継ぐ住民勝訴
の内容である。
　相手方の上告により、最高裁の判断を待つとい
う状況に至っている。談合により失われた住民の
損害を回復するという姿勢に立つならば、請願は、
きわめて正当な要求だといえる。
　中西町長には、判決についての住民の理解を促
し、熊取町としての断固たる姿勢を住民に示し、
損害賠償請求を確実に実行する責任がある。
　同時に、賠償額の支払いについては、工事代金
からの天引き・相殺など、支払い可能な方法も提
示すべきかと思う。

■請願の趣旨
１. この度の住民訴訟の高裁判決について、住民の理解を促すため、主文だけでなく裁判所の判断の主な内容を
広報紙などで紹介し、説明すること。

２. 判決確定までに、相手方資産の動向を厳密に把握することに尽力し、判決確定後には、迅速かつ厳正に損害
賠償を相手方に請求し、回収すること。

請願者：熊取町を良くする住民の会 代表幹事　大浦正義　柗野隆一
紹介議員：坂上巳生男、重光俊則

賛成討論 反対討論



　わが国では、障がい者基本法第４条で障がい者に対する「差別の禁止」が規定されている。しかし差別的取り扱
いの禁止行為や差別解消の為の具体的対応など実効性を確保する法律が制定されていないため本意見書として要望
する。
（注）6月19日参議院で「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律」が全会一致で可決された。今後の
更なる推進を図るため、この意見書を国会に提出するものです。
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣
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６月定例会審議案件

議
員
名
服部 佐古 藤本 鱧谷 江川 重光 矢野 鈴木 田中 白間 渡辺

議長 奥野 坂上

会
派 新政 一新 龍馬 共産 共産 龍馬 一新 新政 新政 公明 公明 龍馬 共産

住民訴訟の高裁判決につての説明
等を求める請願書 × × △ ○ ○ ○ × × × × － ○ ○

橋下徹大阪市長の「慰安婦に関す
る発言」等に対する決議 × × × ○ ○ × × × × × － × ○

備考：（共産）日本共産党熊取町会議員団、（新政）新政クラブ、（一新）一新の会、（公明）熊取公明党、（龍馬）泉州龍馬の会

議員の態度表明（○賛成 ×反対 △退場）態度が分かれたもののみ表示（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します）

橋下徹大阪市長の「慰安婦に関する発言」等に対する決議　（不採択）

「障害を理由とする差別の解消の推進」を求める意見書（採択）

■熊取公明党
　沖縄基地米軍司令官への発言ですが、橋下氏は米軍司令
官に「米軍兵士の沖縄市民強姦犯罪を減らすために、風俗
を利用することを考えてはどうか？」と言ったそうです。
しかも、この下品な発言は、日本人の評価を低めることに
なると思う。だが、この発言の出発点は、「沖縄県民はも
う米軍兵士の犯罪事件に我慢ができない、米軍として何ら
かの方策を講じて欲しい」ということも含んでおり、日本
国民として考えなければいけない事ではないかと思う。
　また、橋下大阪市長の発言は、確かに、米軍幹部に対す
る発言も含め、女性をはじめ多くの人々の人格を否定し、
人権を侵害する問題発言ではある。しかし現実、橋下氏の
立場は、大阪市長であり、他市他町の議会が、抗議を決議
する必要があるのか？ しかも橋下氏は、「日本維新の会」
という公党の共同代表であります。目前にある参議院選挙
前に、公党の代表に抗議を決議する事は、選挙妨害ともと
られる懸念がある。
■一新の会・新政クラブ
　決議は熊取町議会としての対応であります。このことを
認識すれば、一新の会・新政クラブは他市町村の市長に、「撤
回」と「謝罪」を求める決議は、越権行為であると考え、
反対といたします。

■日本共産党
　この発言は、慰安婦制度が「軍隊にとって必要だった」
と弁護し、性犯罪が絶えない沖縄の米軍に対し、「風俗
業の活用を」と進言したものである。基地あるがゆえの
米軍犯罪・性暴力に対する真摯な認識も反省のかけらも
ない、女性の人権を蹂躙し、人間としての尊厳を踏みに
じる暴言である。
　中国など20ヶ国68団体から発言撤回と謝罪要求が
出され、世界に抗議の声が広がっている。視察を予定し
ていた姉妹都市、米サンフランシスコ市議会では、発言
の撤回を求める決議を全会一致で採択している。
　河野洋平官房長官談話において、「慰安婦問題は、当
時の軍関与の下に、多数の女性の名誉と尊厳を深く傷つ
けた問題である。このような問題を永く記憶にとどめ、
同じ過ちを決して繰り返さないという固い決意を改めて
表明する」としている。
　１９９８年の国連人権委員会差別防止と少数者保護小
委員会においては、慰安婦は事実上の奴隷制度であり、
「当時ですら、奴隷制度を禁じた慣習的国際法に明らか
に違反していた」という報告書を採択している。
　以上のことから、橋下徹大阪市長に強く抗議し、発言
の「撤回」と「謝罪」を求めるこの決議に賛成とする。

■決議の概要
　去る５月 13日に、日本維新の会共同代表・橋下徹大阪市長は、「第二次大戦当時は慰安婦制度が必要だった」
との発言をした。この発言は、米軍幹部に対する発言も含めて、女性をはじめ多くの人々の人権を侵害するもの
である。また、大阪市政の責任者、公党の代表として深刻に責任を問われる内容である。
　よって本町議会は、橋下大阪市長に強く抗議し、発言の「撤回」と「謝罪」を求める。
提出者：坂上巳生男

賛成討論 反対討論



小
学
３
年
生
以
上
も
35
人
学
級
に
！

災
害
時
要
援
護
者
支
援
に
お
け
る
取
組
及
び
連
携
は
？

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
助
成
を
！

「
災
害
発
生
時
、要
援
護
者
」避
難
支
援
の
見
直
し
を
図
れ
！

「
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
対
策
」推
進
実
施
の
取
り
組
み
は
？

鱧
谷　

陽
子

白
間　

泰
男

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
大
阪
広
域
連
合
で
は
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
実

施
の
市
町
村
に
対
し
て
補
助

を
し
て
い
る
。
熊
取
町
も
助

成
実
施
は
い
か
が
か
？

答　

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
は
、
ま
だ
任
意
の
予
防

接
種
で
す
。

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
特
別
対
策
補
助
金
は
、

市
町
村
が
実
施
す
る
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
事
業
に
対
し
、
後
期
高
齢

者
を
対
象
の
経
費
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
25
年
度
は
８

月
ご
ろ
交
付
要
綱
が
示
さ
れ

る
予
定
。
町
と
し
て
は
国
に

お
け
る
定
期
接
種
化
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
検
討
す
る
。

　
　
　

後
期
高
齢
医
療
制
度

で
、
差
が
あ
る
の
は
お
か
し

い
。
府
と
し
て
助
成
を
行
う

よ
う
申
し
入
れ
て
ほ
し
い
。

度
、１
，１
８
２
ａ
を
解
消
し

全
体
の
お
よ
そ
４
分
の
１
に

減
少
し
て
い
る
。　　
　

問　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化

対
策
や
次
世
代
農
業
後
継
者

問
題
の
検
討
は
？

答　

農
地
法
第
３
条
に
あ
る

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積

を
推
し
進
め
、農
地
利
用
権

を
農
業
従
事
者
や
新
規
就
農

者
に
譲
渡
す
る
取
り
組
み
な

ど
で
後
継
者
育
成
や
耕
作
放

棄
地
解
消
に
努
め
て
い
る
。

え
、周
知
、啓
発
な
ど
の
広
報

活
動
に
努
め
ま
す
。

問　

防
災
計
画
で
の
災
害
時

要
支
援
者
に
対
し
て
の
取
り

組
み
は
？　

答　

情
報
把
握
、情
報
共
有
、

避
難
誘
導
体
制
な
ど
を
整
備

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
や
、

福
祉
避
難
所
等
に
お
い
て
の

要
員
の
確
保
に
努
め
る
。

問　

情
報
把
握
、情
報
共
有
、

避
難
誘
導
の
た
め
に
は
関
係

機
関
、地
域
と
の
連
携
が
必

要
と
な
る
。協
議
会
な
ど
を

作
る
予
定
は
な
い
か
？

答　

災
害
時
要
支
援
計
画
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

各
自
治
会
に
対
し
て
支
援
体

制
の
構
築
を
要
請
し
て
い
る
。

協
議
会
を
作
る
の
で
は
な
く

要
請
と
支
援
を
行
う
。

要
望
（
手
上
げ
方
式
か
ら
逆

手
あ
げ
方
式
へ
見
直
し
を
） 

要
援
護
者
登
録
申
請
書
を
送

付
し
、
返
送
さ
れ
な
い
方
、

返
送
さ
れ
て
も
同
意
・
不
同

意
が
明
確
で
な
い
方
々
も
同

意
者
と
し
、
要
援
護
者
と
し

て
リ
ス
ト
に
登
録
す
る
も
の
。

問　

近
年
、耕
作
放
棄
地
の

増
加
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

農
水
省
で
は
、農
業
主
体
者

へ
の
支
援
を
拡
充
さ
せ
耕
作

放
棄
地
の
早
期
解
消
を
図
る

為
、平
成
21
年
度
か
ら
５
ヶ

年
計
画
で
「
耕
作
放
棄
地
再

生
利
用
緊
急
対
策
」を
実
施

し
て
い
る
。本
町
の
取
り
組

み
は
？

答　

本
町
で
は
、平
成
21
年

の
改
正
農
地
法
に
よ
り
、約

２
１
，０
０
０
ａ
あ
る
農
地

の
う
ち
、農
業
委
員
会
の
パ

ト
ロ
ー
ル
で
指
導
・
勧
告
を

行
い
耕
作
放
棄
地
は
、本
年

小
学
校
の
35
人
学
級
は

問　

高
槻
市
や
枚
方
市
で
は

自
治
体
独
自
に
学
級
編
成
を

行
っ
て
い
る
。熊
取
町
も
35

人
学
級
の
拡
充
は
ど
う
か
？

答　

小
学
校
５
校
に
対
し
て

８
人
の
少
人
数
担
当
教
員
を

活
用
し
て
少
人
数
授
業
や
習

熟
度
授
業
を
実
施
し
て
お
り
、

き
め
細
か
い
授
業
が
行
わ
れ

る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

町
独
自
で
の
35
人
学
級
の
実

施
は
検
討
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

災
害
時
要
援
護
者
支
援

問　

登
録
者
と
支
援
者
の
推

移
は
？
新
た
な
広
報
は
？

答　

25
年
度
現
在
、登
録
者

は
３
９
７
名
で
6
人
減
、支

援
者
は
３
１
３
人
で
48
人
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。広
報
で

す
が
、十
分
で
は
な
い
と
考

問　

内
閣
府
で
は
、平
成
18

年
３
月
「
災
害
時
要
援
護
者

の
避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
公
表
し
た
。本
町
の
災

害
時
、要
援
護
者
情
報
伝
達

体
制
の
整
備
に
問
題
は
な
い

の
か
？

答　
「
災
害
時
、要
援
護
者
」

の
避
難
支
援
対
策
と
し
て
、

避
難
支
援
者
の
登
録
を
行
い
、

要
援
護
者
の
把
握
に
努
め
て

い
る
。災
害
発
生
時
に
は
、町

か
ら
各
区
長
に
連
絡
、登
録

リ
ス
ト
に
基
づ
き
避
難
支
援

者
が
要
援
護
者
に
避
難
勧
告

情
報
や
安
否
の
確
認
、避
難
・

誘
導
等
の
支
援
を
お
願
い
す

る
事
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
消
防
、警
察
に
よ
る

救
助
活
動
協
力
を
要
請
し
、

区
長
を
中
心
に
避
難
支
援
者

や
民
生
委
員
児
童
委
員
、自

主
防
災
組
織
の
み
な
さ
ん
と

共
に
連
携
し
支
援
を
行
う
。
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一
般
質
問

問

問

問 問

問

問

答

答答

答

答

答

定
例
会
に
お
い
て
各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。

問

答 高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
に
対
す
る
助
成

災
害
発
生
時
、危
機
管
理
の

取
組
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用

緊
急
対
策
推
進
に
つ
い
て

問答

要
望

要
望



南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
お
け
る

減
災
・
事
前
防
災
を
問
う

高
齢
者
の
外
出
支
援
策
の
拡
充
求
め
る
。

年
金
保
険
料
後
納
制
度
の
Ｐ
Ｒ
と
融
資
制
度
の
創
設
を
。

矢
野　

正
憲

坂
上　

巳
生
男

報
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
au
・

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
各
携
帯
電

話
会
社
と
契
約
し
、
町
内
に

あ
る
携
帯
電
話
に
対
し
て
エ

リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報

メ
ー
ル
で
、
災
害
・
避
難
情

報
を
配
信
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

問　
避
難
所
ト
リ
ア
ー
ジ
は
？

答　

本
年
３
月
に
第
一
次
開

設
避
難
所
に
３
中
学
校
を
加

え
、
現
行
の
被
害
想
定
で
最

大
の
避
難
所
生
活
者
数
に
対

応
が
可
能
に
な
っ
た
と
こ
ろ

だ
。
今
後
示
さ
れ
る
被
害
想

定
の
結
果
に
よ
り
、
必
要
に

応
じ
て
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

問　

災
害
協
力
協
定
は
？

答　

超
広
域
の
震
災
に
も
対

応
す
べ
く
、
遠
方
の
自
治
体

と
の
相
互
応
援
協
定
の
締
結

や
、
都
道
府
県
や
広
域
連
合

等
、
自
治
体
に
よ
る
協
力
体

制
等
の
構
築
を
目
指
し
、
関

係
方
面
へ
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

答　

後
納
制
度
は
平
成
24
年

10
月
か
ら
27
年
９
月
ま
で
の

３
年
間
に
限
り
、過
去
10
年

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
年
金
保
険

料
を
納
め
ら
れ
る
制
度
。貝

塚
年
金
事
務
所
で
は
、約
８

万
件
の
お
知
ら
せ
送
付
に
対

し
受
付
が
２
７
７
５
件
、約

３
．５
％
の
利
用
と
な
っ
て

い
る
。Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
昨

年
９
月
広
報
に
掲
載
、庁
舎

内
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
る
。

問　

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
す
べ
き

だ
。一
括
納
付
が
困
難
な
た

め
、利
用
で
き
な
い
方
が
多

い
と
思
わ
れ
る
。融
資
制
度

の
創
設
で
き
な
い
も
の
か
。

答　

受
給
資
格
が
納
付
10
年

に
改
正
さ
れ
る
予
定
。受
付

少
な
い
原
因
か
と
思
う
。

問　

社
協
の
福
祉
貸
付
制
度

は
利
用
で
き
る
の
か
。

答　

大
阪
社
協
に
お
い
て
現

在
検
討
中
と
聞
い
て
い
る
。

率
９
割
に
向
け
施
策
を
展
開

し
て
い
く
。

問　

食
糧
備
蓄
は
？

答　

現
時
点
で
は
府
の
基
準

に
従
い
、
最
大
の
避
難
所
生

活
者
数
で
あ
る
３
２
４
５
人

の
１
食
分
を
備
蓄
し
て
い
る
。

見
直
し
作
業
で
大
阪
府
地
域

防
災
計
画
と
併
せ
て
今
後
示

さ
れ
る
食
糧
備
蓄
の
基
準
を

見
据
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

各
家
庭
で
の
備
蓄
の
必
要
性

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

を
行
っ
て
い
な
い
。こ
れ
ら

の
事
情
か
ら
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

通
院
に
タ
ク
シ
ー
を

使
わ
ざ
る
を
得
な
い
人
の
負

担
を
考
え
、
検
討
願
い
た
い
。

問　

平
成
27
年
９
月
ま
で
の

時
限
措
置
と
し
て
、年
金
保

険
料
後
納
制
度
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、報
道
に
よ
る
と

利
用
率
が
極
め
て
低
い
。無

年
金
者
を
救
う
制
度
で
も
あ

り
、町
と
し
て
、も
っ
と
Ｐ
Ｒ

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

政
府
の
中
央
防
災
会
議
が

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

に
つ
い
て
最
終
報
告
を
し
て

い
る
。
被
害
の
絶
対
量
を
減

ら
す
観
点
か
ら
、
事
前
防
災

と
し
て
個
人
や
地
域
を
自
ら

守
り
助
け
合
う
、
自
助
・
共

助
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
町
の
取
組
み
と
し
て

以
下
の
こ
と
を
問
う
。

問　

自
主
防
災
組
織
は
？

答　

38
自
治
会
の
う
ち
28
自

治
会
で
結
成
済
み
。
残
り
10

自
治
会
に
つ
い
て
も
、
鋭
意

努
力
を
し
て
い
る
。
全
自
治

会
に
結
成
で
き
る
よ
う
に
働

き
が
け
を
し
て
い
く
。

問　

住
宅
の
耐
震
化
は
？

答　

平
成
27
年
度
ま
で
、
耐

震
改
修
補
助
金
を
30
万
円
増

額
し
、
既
存
木
造
住
宅
の
耐

震
化
を
図
り
た
い
。
出
前
講

座
や
耐
震
セ
ミ
ナ
ー
等
Ｐ
Ｒ

活
動
を
通
じ
、
住
宅
の
耐
震

化
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
平
成
27
年
度
耐
震
化

問　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
に
つ
い

て
、熊
取
駅
に
回
る
な
ど
利

便
性
向
上
を
求
め
る
声
が
大

き
い
。乗
り
継
い
で
利
用
す

る
に
は
負
担
が
大
き
い
。バ

ス
カ
ー
ド
購
入
割
引
制
度
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

答　

高
齢
者
の
外
出
支
援
策

と
し
て
の
割
引
制
度
は
考
え

て
い
な
い
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
岸
和

田
以
南
５
市
２
町
で
は
割
引

し
て
い
な
い
。

問　

本
町
で
は
障
害
者
や
特

定
疾
患
の
方
を
対
象
と
し
た

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
が

あ
る
。茨
木
市
の
よ
う
に
、要

介
護
の
方
が
通
院
な
ど
で
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
で
き
る
よ

う
に
で
き
な
い
も
の
か
。

答　

岸
和
田
以
南
で
は
５
自

治
体
で
福
祉
タ
ク
シ
ー
実
施

し
て
い
る
。本
町
と
田
尻
町

以
外
は
障
害
者
が
主
な
対
象

と
な
っ
て
い
る
。茨
木
市
は

問

問　

情
報
伝
達
手
段
は
？

答　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

広
報
を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
広
報
車
に
よ
る
広
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一
般
質
問

問

問

問

問問

問問

問問

問

答 答

答答

答答

答答

答 答

答

高
齢
者
の
外
出
支
援
策
を

年
金
保
険
料
後
納
制
度
の

Ｐ
Ｒ
と
利
用
促
進
を
求
め
る

要
望



老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
施
設
再
開
を

可
燃
ご
み
の
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て

町
内
の
加
速
器
の
安
全
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
を
活
用
し
た
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

小
谷
穴
釜
線
の
ひ
ま
わ
り
ド
ー
ム
交
差
点
か
ら

つ
ば
さ
が
丘
入
口
の
道
路
の
拡
幅
予
定
に
つ
い
て

江
川　

慶
子

藤
本　

龍

問　

先
日
、
東
海
村
で
放
射

性
物
質
漏
れ
事
故
が
起
こ
っ

た
が
、
熊
取
町
に
あ
る
加
速

器
の
実
態
は
い
か
が
か
。

答　

加
速
器
は
京
都
大
学
原

子
炉
実
験
所
に
８
台
、
住
友

電
工
フ
ァ
イ
ン
ポ
リ
マ
ー
株

式
会
社
に
３
台
。
原
子
燃
料

工
業
株
式
会
社
熊
取
事
業
所

に
１
台
あ
る
。
放
射
線
障
害

防
止
法
に
基
づ
き
町
内
各
業

者
と
地
域
安
全
協
定
を
結
び
、

今
回
も
確
認
し
て
い
る
。

定
は
あ
る
の
か
。

答　

当
該
路
線
は
交
通
量
の

増
加
が
著
し
い
路
線
と
認
識

し
て
い
る
。
交
通
量
調
査
を

実
施
し
、
交
通
量
や
歩
行
者

の
増
加
を
反
映
し
た
第
２ 

次
道
路
整
備
計
画
の
優
先
順

位
の
見
直
し
行
う
予
定
で
あ

り
、
本
年
12
月
の
議
員
全
員

協
議
会
で
示
す
予
定
で
あ
る
。

　
　

 
 

子
ど
も
達
の
い
の
ち

を
守
る
た
め
早
期
の
拡
幅
を
！

問　

可
燃
ご
み
の
収
集
で
、

カ
ラ
ス
の
被
害
が
多
く
出
て

い
る
。
町
の
支
援
を
求
め
る
。

答　

地
元
自
治
会
で
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
町
か
ら

の
ネ
ッ
ト
等
の
支
援
は
考
え

て
い
な
い
。
ゴ
ミ
の
排
出
ル

ー
ル
の
徹
底
な
ど
指
導
や
広

報
を
行
う
な
ど
支
援
す
る
。

問　

電
話
申
し
込
み
で
は
非

常
に
出
し
に
く
い
。
年
に
数

回
、
資
源
ご
み
等
と
合
わ
せ

て
回
収
で
き
な
い
か
。

答　

電
話
申
し
込
み
の
受
け

付
け
簡
素
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
申
し
込
み
、
環
境
セ
ン

タ
ー
で
は
年
間
６
回
の
粗
大
、

不
燃
ご
み
の
祝
日
受
け
入
れ

を
し
て
い
る
。
不
当
排
出
や

不
法
投
棄
を
助
長
す
る
の
で

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
は
実
施

予
定
は
な
い
。

ー
ド
レ
ー
ル
は
あ
る
も
の
の

車
が
接
触
し
た
多
数
の
衝
突

跡
が
あ
り
、
大
事
故
の
折
に

は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
内
の
通
行

人
の
危
険
性
を
示
唆
し
て
い

る
と
言
え
る
。
ま
た
小
谷
穴

釜
線
の
用
地
買
収
が
進
み
、

拡
幅
が
拡
大
さ
れ
た
折
に
は

さ
ら
な
る
交
通
量
の
増
大
が

予
想
さ
れ
る
。
本
道
路
の
拡

幅
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

い
え
る
が
、
今
後
拡
幅
の
予

問　

１
月
28
日
再
開
予
定
で

あ
っ
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
入
浴
施
設
が
再
開
さ
れ
て

い
な
い
。
再
開
を
引
き
延
ば

し
て
い
る
理
由
と
今
後
の
整

備
計
画
は
？

答　

一
日
30
名
程
度
で
利
用

者
が
固
定
し
て
い
る
。
開
館

以
来
38
年
を
経
過
。
施
設
の

老
朽
化
が
著
し
く
、
衛
生
・

安
全
を
考
慮
。
施
設
に
つ
い

て
は
耐
震
審
査
を
行
い
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

町
長　

廃
止
は
決
め
て
い
ま

す
。

問　

新
潟
県
見
附
市
で
は
、

空
き
家
の
所
有
者
に
固
定
資

産
税
の
住
宅
用
地
の
特
例
を

解
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持

ち
主
に
空
き
家
の
適
正
管
理

を
促
し
て
い
る
が
本
町
で
検

討
し
て
み
て
は
い
か
が
か
。

答　

単
に
空
き
家
と
い
う
こ

と
だ
け
で
住
宅
用
地
の
特
例

は
解
除
で
き
な
い
。

　
　

本
道
路
は
幅
員
が
狭
く
、

ま
が
り
く
ね
っ
て
お
り
非
常

に
危
険
で
あ
る
。
さ
ら
に
大

型
ダ
ン
プ
の
抜
け
道
と
な
っ

て
お
り
日
々
多
数
の
大
型
ダ

ン
プ
が
往
来
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
、
本
道
路

は
小
学
校
の
通
学
路
で
あ
り
、

自
転
車
通
学
し
て
い
る
中
学

生
は
危
険
な
車
道
の
通
行
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
ガ

急カーブのためセンターラインぎりぎりの所を走行す
るトラックとガードレール内を通学する児童（ひまわ
りドーム近辺）

老人福祉センターのお風呂

カラスが荒らした様子
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固
定
資
産
税
を
活
用
し
た

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の

お
風
呂
の
再
開
を
求
め
る

可
燃
ご
み
の
カ
ラ
ス
対
策

に
つ
い
て

小
型
ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
の
導
入
を

町
内
の
加
速
器
の
安
全
に

つ
い
て

小
谷
穴
釜
線
の
ひ
ま
わ
り

ド
ー
ム
交
差
点
か
ら
つ
ば

さ
が
丘
入
口
の
道
路
の
拡

幅
予
定
に
つ
い
て

問問

問

問問

問

答

答

答

答答

答

一
般
質
問

町
長

要
望



安
全
と
安
心
に
つ
い
て

田
中　

正
旗

駅
前
路
上
喫
煙
禁
止
条
例
制
定
す
べ
し
！

広
報
戦
略
「
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」の
強
力
な
推
進
を
！

メ
ル
マ
ガ
な
ど
情
報
発
信
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
活
用
推
進
を
！

佐
古　

員
規

　

今
後
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に

つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
当
初

に
点
検
・
清
掃
・
補
修
に
係

る
年
間
契
約
を
行
い
、
即
対

応
が
可
能
な
よ
う
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
安
全
・
安
心

な
交
通
安
全
対
策
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

今
後
、
役
所
の
仕
事

全
般
に
お
い
て
、
住
民
目
線

で
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
！

テ
ム
を
考
慮
し
、
十
分
検
討

が
必
要
。
現
在
は
、
医
師
や

保
健
師
な
ど
専
門
職
に
よ
る

互
い
の
顔
が
見
え
る
子
育
て

支
援
を
大
切
に
し
つ
つ
、
よ

り
一
層
子
育
て
支
援
の
充
実

に
努
め
た
い
。

問　

町
の
住
民
に
対
し
て
の

広
報
と
し
て
「
も
っ
と
見
え

る
化
」
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
例
え
ば
各
施
設
で
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、
も
っ
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
な
ど
の

取
組
が
で
き
な
い
か
？ 

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

誌
の
中
身
の
充
実
、
駅
前
で

の
広
報
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

等
の
活
用
も
推
進
す
る
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
を
予

定
し
て
い
る
。

要
望　

ま
だ
ま
だ
熊
取
町
の

宣
伝
が
足
ら
な
い
！　

職
員

は
じ
め
住
民
参
画
な
ど
画
期

的
な
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
推
進
を
！

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
５
月

20
日
に
美
熊
台
自
治
会
か
ら

早
期
復
元
の
強
い
要
望
を
受

け
た
た
め
、
早
期
に
で
き
る

発
注
方
法
を
再
考
し
、
５
月

31
日
に
業
者
が
決
定
し
、
６

月
10
日
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

復
元
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

問　

罰
則
規
定
に
対
し
て
は

ど
う
お
考
え
か
？

答　

抑
止
効
果
の
一
つ
と
考

え
、
罰
則
等
の
規
定
に
つ
い

て
も
十
分
検
討
し
た
い
。

問　

転
入
促
進
な
ど
「
タ
ウ

ン
セ
ー
ル
ス
」
の
今
後
の
広

報
戦
略
や
、
そ
れ
に
基
づ
く

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
？

答　

職
員
が
広
報
Ｐ
Ｒ
意
識

を
よ
り
高
め
、
一
層
魅
力
発

信
す
る
取
組
と
し
て
25
年
度

よ
り
広
報
Ｐ
Ｒ
の
プ
ロ
セ
ス

を
組
込
み
、
熊
取
版
「
Ｐ
・

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」
サ
イ
ク
ル
を
念

頭
に
積
極
的
に
取
組
み
た
い
。

ま
た
各
部
署
に
広
報
推
進
委

員
の
設
置
等
を
検
討
し
、
更

な
る
情
報
発
信
の
強
化
に
努

め
た
い
。

問　

子
育
て
支
援
の
充
実
を

さ
ら
に
図
る
た
め
、
子
育
て

応
援
メ
ル
マ
ガ
の
開
設
は
？

答　

導
入
に
は
本
庁
の
シ
ス

問　

美
熊
台
地
区
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
が
撤
去
さ
れ
た
後
、

す
ぐ
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い

な
い
が
、
撤
去
の
経
緯
と
そ

の
後
の
対
応
を
お
聞
き
し
ま

す
。

答　

撤
去
の
経
緯
で
す
が
、

平
成
25
年
４
月
19
日
に
美
熊

台
自
治
会
長
よ
り
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
ぐ
ら
つ
い
て
い
る
と

の
連
絡
が
あ
り
、
当
日
、
職

員
に
お
い
て
現
地
確
認
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
支
柱
の
根
元
が
腐
食

し
て
お
り
、
転
倒
の
危
険
性

が
あ
っ
た
た
め
、
即
座
に
撤

去
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
の
対
応
で
す
が
、

今
年
度
最
初
に
発
注
す
る
交

通
安
全
施
設
工
事
に
含
め
、

５
月
10
日
に
契
約
検
査
課
に

契
約
依
頼
を
行
い
、
６
月
５

日
の
契
約
に
よ
り
、
早
期
の

施
工
（
７
月
中
旬
頃
）
を
予

定
し
て
い
た
も
の
で
、
地
元

自
治
会
に
対
し
ま
し
て
も
、

問　

前
回
質
問
時
か
ら
く
ま

と
り
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
の
そ
の
後
の
進
捗

に
つ
い
て
い
か
が
か
？ 

答　

各
委
員
か
ら
も
ご
意
見

を
頂
い
て
い
る

問　

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
の

指
定
に
つ
い
て
特
に
駅
前
や

教
育
施
設
付
近
等
指
定
で
き

な
い
か
？

答　

駅
周
辺
は
重
要
区
域
と

考
え
て
い
る
。
推
進
の
加
速

を
あ
げ
て
条
例
化
は
年
度
内

立
上
げ
を
目
指
し
た
い
。

要
望　

大
阪
一
美
し
い
ま
ち

に
向
け
実
の
あ
る
推
進
を
！

復元されたカーブミラー

JR日根野駅

喫煙所
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問

答答

答答

答

答

答

一
般
質
問

問

問問

問

問

問 駅
前
の
路
上
喫
煙
禁
止

広
報
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て

要
望

要
望

要
望



「
天
神
山
住
宅
の
明
渡
請
求
裁
判
の
結
果
」に
つ
い
て

「
地
域
防
災
計
画
の
変
更
内
容
」に
つ
い
て

「
登
下
校
時
の
安
全
通
学
見
守
り
」に
つ
い
て重

光 

俊
則

要
望　

避
難
所
指
定
は
、
５

つ
の
小
学
校
区
を
中
心
と
し

た
福
祉
活
動
や
、
自
治
会
の

自
主
防
災
活
動
に
も
影
響
が

出
る
の
で
、
見
直
し
と
適
切

な
説
明
を
し
て
ほ
し
い
。

問　

小
・
中
学
生
の
下
校
時

間
帯
に
お
け
る
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
及
び
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
配
備
は
ど

う
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
る
の
か
？

答　

下
校
時
間
は
通
学
路
を

中
心
に
配
備
し
て
い
る
。
大

阪
府
の
補
助
事
業
で
、
勤
務

時
間
の
制
約
も
あ
り
、
そ
の

枠
内
で
最
大
限
の
配
備
に
努

力
し
て
い
る
。

要
望　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員

及
び
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
が
認
識
さ
れ
て

い
る
現
状
の
問
題
を
町
が
把

握
し
、
適
切
な
改
善
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

上
町
断
層
帯
に
よ
る
震

度
5
〜
6
強
の
地
震
に
よ
る

被
害
を
、
熊
取
町
の
耐
震
化

率
等
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
大

阪
府
が
算
出
し
た
。

問　

中
学
校
の
避
難
所
と
し

て
の
資
機
材
整
備
や
、
町
の

安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
は
い
つ

に
な
る
か
？

答　

新
し
い
避
難
所
の
資
機

材
は
本
年
度
中
に
整
備
す
る
。

安
全
マ
ッ
プ
は
町
の
防
災
計

画
改
定
後
に
な
る
。
ま
た
、

避
難
対
象
地
域
は
限
定
的
な

も
の
で
は
な
い
と
い
う
説
明

を
区
長
会
で
行
う
。

問　

熊
取
町
が
即
時
建
物
明

け
渡
し
請
求
を
し
た
天
神
山

住
宅
裁
判
で
は
、
平
成
27
年

８
月
末
ま
で
退
去
が
猶
予
さ

れ
る
と
い
う
和
解
が
成
立
し

た
。
熊
取
町
は
、
こ
の
結
果

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
の
か
？

答　

相
手
方
の
控
訴
に
よ
る

控
訴
審
で
、
大
阪
高
等
裁
判

所
か
ら
和
解
を
強
力
に
勧
告

さ
れ
た
こ
と
と
、
相
手
方
も

そ
の
内
容
を
承
諾
さ
れ
た
こ

と
か
ら
和
解
が
成
立
し
た
。

意
見　
「
心
あ
る
」
高
等
裁

判
所
裁
判
官
の
お
か
げ
で
、

和
解
が
成
立
し
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
結
果
で
あ
る
。

問　

本
町
で
想
定
さ
れ
る
最

大
避
難
者
数
は
約
３
，２
０

０
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
算
定
根
拠
は
？
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問問

問

答

答

答答

一
般
質
問

問

「
天
神
山
住
宅
の
明
渡
請
求

裁
判
の
結
果
」に
つ
い
て

地
域
防
災
計
画
の
変
更
内
容

に
つ
い
て

「
登
下
校
時
の
安
全
通
学
見

守
り
」に
つ
い
て

意
見

要
望

要
望

会派名
収入
（利息含）

支出
合計

内　　　　　訳
残余金
（注２）

主な
支出内容所属

議員名
調査
研究費 研修費 広報・

広聴費
要請陳情
等活動費 会議費

資料
作成費

資料
購入費

事務費
（注１） 人件費

日本共産党
熊取町会議員団

坂上巳生男
江川   慶子
鱧谷   陽子

360,024 276,713 95,370 55,400 0 0 0 0 72,355 53,588 0 83,311 
・東京都足立区
会派視察

・参考書籍購入

熊取公明党 白間   泰男
渡辺   豊子 240,011 96,506 0 0 85,910 0 0 0 0 10,596 0 143,505 ・会派報告書印刷

泉州龍馬の会
重光   俊則
奥野   博通
藤本   龍

360,013 249,103 81,327 0 151,882 0 0 0 0 15,894 0 110,910 

・議員講習参加
・住民訴訟関連
研修謝礼

・会派報告書印
刷

新政クラブ
鈴木   実
田中   正旗
服部   脩二

360,012 306,396 241,225 49,277 0 0 0 0 0 15,894 0 53,616 
・ 岩手県平泉
町、大槌町会
派視察

一新の会 佐古   員規
矢野   正憲 250,009 209,162 160,816 32,851 0 0 0 0 4,025 11,470 0 40,847 

・ 岩手県平泉
町、大槌町会
派視察

・参考書籍購入

注１：全ての会派で事務費として会派控室でのインターネット利用に係る経費を、各会派の所属議員数に応じて支払っています。
　　  （総額：プロバイダー料 62,748円、ルーター交換費 7,000円）
注２：残余金は町に返還しています。
※平成24年度の収支報告書及び政務活動費に係る出張報告について、町議会ホームページでも公開しています。

　政務活動費は、町議会議員の町政に関する調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、議会における
各会派に交付されています。会派ごとの収支内訳は次のとおりです。

（円）

平成24年度　議会政務活動費収支報告



町議会ホームページの紹介
町議会のホームページでは、議員名簿・議会傍聴・請願と陳情・
定例議会の日程・質問など公開しています。また、会議録の閲
覧もできますのでご覧ください。

平成25年11月発行の議会だよりの表紙に使用
する写真を公募します。
※締め切り…9月30日※写真は返却できません。
※ たくさんの応募をお待ちしています。
■ 詳しくは事務局までお問い合わせください。

写真

募集

熊取町議会 検索

　住民の皆様と議員との自由な意見交換ができるよう、議会基本条例に基づき
「議会報告会」を開催しています。
※この報告会は、区（自治会）単位で年１回開催しております。

皆様のご参加をお待ちしております
（お越しの際は議会だよりをお持ちください）

平 成 25 年 度 議 会 報告会の予定

議員名
（○班長）

8月実施予定地区
6月議会報告

11月実施予定地区
9月議会報告

１
班

○ 服部　脩二

五　　門………8月10日（土）午後7時
大 久 保………8月11日（日）午後7時
高　　田………8月24日（土）午後７時30分

五門公民館
大久保老人憩の家
高田文化ホール

熊取グリーンヒル
池の台

坂上　巳生男

渡辺　豊子

奥野　博通

佐古　員規

２
班

○ 重光　俊則
南山の手台……8月18日（日）午後1時30分　
大　　宮………8月18日（日）午後7時30分
山の手台………8月24日（土）午後7時

南山の手台老人憩の家
大宮老人憩の家
山の手台老人憩の家

小垣内
若葉
希望が丘
自由が丘

鈴木　実

矢野　正憲

江川　慶子

３
班

○ 白間　泰男
つばさが丘北・西…8月11日（日）午後７時
五月ヶ丘………8月18日（日）午前10時
緑 ヶ 丘………8月25日（日）午後7時

つばさが丘北老人憩の家
五月ヶ丘老人憩の家
緑ヶ丘老人憩の家

和田
成合
関空国際

田中　正旗

鱧谷　陽子

藤本　龍

平
成
25
年
５
月
発
行（
№
21
）議
会
だ
よ
り
の
訂
正
と
お
詫
び

　

議
会
だ
よ
り
第
21
号
で
、
次
の
４
カ
所
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

①
９
ペ
ー
ジ
17
行
目

誤
「
駅
下
に
ぎ
わ
い
館
に
務
め
て
い
る
が
」

正
「
駅
下
に
ぎ
わ
い
館
に
勤
め
て
い
る
が
」

②
12
ペ
ー
ジ
1
行
目

誤
「
参
議
院
議
員
選
挙
で
の
」

正
「
衆
議
院
議
員
選
挙
で
の
」

③
12
ペ
ー
ジ
16
行
目

誤
「
政
権
野
党
と
の
パ
イ
プ
作
り
」

正
「
政
権
与
党
と
の
パ
イ
プ
作
り
」

④
16
ペ
ー
ジ

東
和
苑
報
告
会
開
催
時
間

誤
「
午
前
２
時
」

正
「
午
後
２
時
」

　

今
後
も
皆
さ
ま
に
興
味
・
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
け
る
よ

う
な
紙
面
作
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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編 

集 

後 

記

　

熊
取
町
議
会
に
初
め
て
女

性
議
長
が
誕
生
致
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
女

性
の
議
員
は
少
な
い
。
こ
れ

か
ら
も
女
性
の
声
を
行
政
に

届
け
る
べ
く
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

 

熊
取
町
の
将
来
を
見
据
え

て
本
議
会
は
、
熊
取
ア
ト
ム

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想
実

現
に
向
け
て
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
推

進
の
た
め
の
会
議
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。「
地
域
を
活
性

化
す
る
に
は
？
」「
本
町
の
メ

リ
ッ
ト
は
？
」等
を
産
官
学

一
体
と
な
っ
て
真
剣
に
議
論

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。　

本
町
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

広
報
委
員
会　
　
　
　
　

　

委
員
長　

矢
野　

正
憲

　

副
委
員
長　

重
光　

俊
則

　

委　
　

員　

服
部　

脩
二

　

委　
　

員　

佐
古　

員
規

　

委　
　

員　

藤
本　
　

龍

　

委　
　

員　

白
間　

泰
男

　

委　
　

員　

坂
上
巳
生
男


